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『ライオンの隠れ家』は、久しぶりに最終回まで観る連続ドラマで、現実問題に考えさせられました。公
式ホームページの内容を要約すると、あらすじは以下の通りです。
「市役所に勤務している兄は、両親を事故で亡くしてから、自閉スペクトラム症の弟と 2人で凪のような
平穏な日々を過ごしていたが、ある日突然「ライオン」と名乗る男の子が兄弟の前に現れる。男の子を警
察に保護してもらおうと考えるが、家出したステップファミリーの姉と推測する差出人不明のメッセージ
が届く。「ライオン」を家に置くことにしたが、「ライオン」の体にアザがあることに気付く…」
未成年者を家に泊めることは親の同意がない限り違法行為であるが、フィクションのため追及しないこ
ととします。
障がいや病気のある兄弟姉妹がいる「きょうだい児」として夢を諦め大学を中退した兄、絵の才能があ
り自立しようと努力する弟、実母に捨てられ家出し夫からDVを受けた姉、児童養護施設育ちで養子とし
て入った家族から愛されず妻と子に暴力をふるい続ける姉の夫、家庭に介入できず虐待された園児が亡く
なってしまい後悔を抱えている兄の同僚の保育士、「ライオン」たちの偽装死を手助け、自身もDV被害者
である「逃がし屋」の男性、主な登場人物からでも分かるように、今日の社会問題に切り込んだ内容であ
り、私たちに社会全体のあり方について問いかけるドラマでもあります。
また、『ライオンの隠れ家』というタイトルは、父親からの虐待を受けた「ライオン」と名乗る男の子を
守る隠れ家を意味すると読み取っていたが、登場人物にもすべての人々にも当てはまるといえます。「その
プライドは安全ですか？」と「ライオン」を心配する弟の言葉が印象的でした。安全で守られているプラ
イドがあると成長でき、自立もできます。いま、「安全なプライドの形成」を血のつながった家族だけに課
すのではなく、社会全体に求められます。
ライオンはプライドと呼ばれる群れで集団生活を送る唯一の動物で、ライオンのプライドが必ずしも生
物学的な家族で構成されているわけではないが、仲間と協力して子ライオンを育てています。一方の人間
社会は、家族のことを家庭内で解決することを「当たり前」と捉えがちです。自分自身をヤングケアラー
だと気付けない場合があり、助けを求めることができずに追い詰められてしまい、孤立してしまうことも
あります。
全ての国民を対象とする孤独・孤立対策が世界で初めて総合的に規定された「孤独・孤立対策推進法」
が2023年 5 月に成立し、2024年 4 月に施行されました。同年 6月には「①孤独・孤立に至っても支援を求
める声を上げやすい社会とする、②状況に合わせた切れ目のない相談支援につなげる、③見守り・交流の
場や居場所を確保し、人と人との「つながり」を実感できる地域づくりを行う、④孤独・孤立対策に取り
組むNPO等の活動をきめ細かく支援し、官・民・NPO等の連携を強化する」の 4つの基本方針を盛り込
んだ重点計画を策定しました。一方、毎日新聞（2024年12月24日付）によると、7月に実施したNTTデー
タ経営研究所とNTTコムリサーチの調査では、同法については79.4％が「知らない」と回答しました。年
代別にみると、高年齢層ほど認知度が低く、「知っている」「聞いたことがある」との回答は、20代、30代
の 2割強に対し、60代は16.8％でした（20代～60代の男女1054人が回答）。法律や施策がまだまだ認知され
ておらず、啓発活動が不十分です。
いろいろな課題を抱えた人とその家族に必要なのは周りの理解であるが、無関心な社会において、支援
を求める声を上げやすい社会にどうしたらよいのか、また支援を求めない人に対して地域はどう取り組む
べきか、異業種連携によるソーシャルワークへの課題は山積みといえます。
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